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から準両の衝突速度を著鮎£することは、車体の塑性変備忘
轟づく衝突達度の雄蕊だけでなく、他の手法として契緑雨
で塵嬰な問感であるパ離肘溜放ではぎig・i（a）に示すよう
に、パウンドと滑りを考慮に入れず物体が番地した点を最

終削二撞驚として放出速度を求めていたが、薬隙には着地
した後にパウン！ぞと滑り運動を行っており、そのためこれ
ら2つの方法で求められた放出連荘にはかなりの藻が生ずる

後者の方法で物体が水平面かち放出浮れた鳩舎のものは
Sear1el－の論文に鋭明されているが、実際の衝突事故では
ある高きhかちの物体の放出が叫綬的である凸
そこで奉研究では、Searleの方法に加えて㌫さhを考慮し
た式を示し、きらに授漸捲を用いて串間衝突時の付属物の
飛翔を想定した場合の奨級を行い、その結果と理論式によ
る降出億とを比較したので報浩する0
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2t　埋醜式
ぎig・1（も〉に示すような適度y8角度βで高さhよ凱臥出きれ
た物体轟考える。この速度Ⅴやの永単成分をⅤ¢翼＝y。eOS∂、
垂遮成分をⅤ¢Y＝Ⅴ。Sin∂とすると、放出開始点Åより最初の
沼地点詠までの水平移動距轟LFは次式で塞きれる。

十ご十，・・十両十∨・十，，ニIごり′n，‥、十
好

ここで物体と路面との犀将係数を〃、反発係数をeとすると

紀組の潜地点8よりバウンド過程を素量て滑り終了（停止）地
点9までの水平羊夢勤距離L敦＋L温は

‥∵，・，「二，∴　－，：，，　，

で与えられ、これより放出開掛軸より鼻終軌上位置Dまで

の唸移動踵麗はL＝LF幸L象ILsであるから次のようになる。

隼志雄証佃胤糾＋封′十‥③
ここでⅤ¢ⅩニⅤ。cOS∂、Ⅴ。、－＝Ⅴ。Sin∂を考えれば
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となり、よって物体の最終停止位置より放出速度を求める
式は次のようになる。

，，㍉，，，、
上詑の式においては反発係数eは含まれていない。これは、
反ず色味数が大きいときには物体は高く跳ね返るが、それだ
け輝粁力も大きくなり全体でみると紀移軌謀巨缶は変わらな
いということを表している。

3．飛翔賓験
3．l実験方法
狙河衡努時における車両付属物の飛翔を想定するために
放出速度Voおよび放出角度∂、放出高さhを変化させること
のできる撞撫鍵を製作した。この官設旛橡の全体図をFig．2に
示す。放出速度は回転軸の動こ責貸笹したスリット円盤とフ
ォトセンサ－を用いて十出力きれたパルス波を角速度に変
換し、回転半径をかけて求めた。
放出角度は0℡及び300、放出速度はま5k戊／h及び25k皿／h、放
出轟きは1凪とした。放出物としては申南街実時のガラス片
及びプラスチック片げ減封鰍による放撞を想定して、5xiOx
柑怨超のアルミニウム片と塩ビ（P￥C）片を用いた。
放出軌跡は放出方向に対して薗角な方向より8m迅ビデオカ
メラにより撞電し、1／30抄ごとの拉隊を奴窮した。
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3 . 2 実 強 結果 及 び 考 察

3 . 2 . 1 息子刀の 着地 点 まで の 運 動

実験で 得 ら れ た 最 初の 着 地 点 ま で の 放 .
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物韓の 分 散を巌明t , 得 る 違うな穫凝式噂導出を困 る 孝

最後に . 本研 究に御協 力 い た だい た4 咋 生の は 久宏 榊才芸,

貝 田 光昭 君に 啓 綿申 し 上 げ る .
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